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１ 生涯学習推進の背景 

 生涯学習とは、各個人が行う組織的でない学習（自学自習）のみならず、社会教育や学

校教育において行われる多様な学習活動を含め、国民一人一人がその生涯にわたって自主

的・自発的に行うことを基本とした学習活動をいいます（平成２０年中央教育審議会答申）。 

また、生涯学習は、一般には人々が生涯に行うあらゆる学習、すなわち、学校教育、家

庭教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、レクリエーション活動、ボランティア活動、

企業内教育、趣味など様々な場や機会において行う学習の意味でも用いられます。 

さらに、人々が、生涯のいつでも、自由に学習機会を選択し学ぶことができ、その成果

が適切に評価される社会として『生涯学習社会』という言葉も用いられます（平成２８年

度文部科学白書）。 

 教育基本法の第３条には、「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ること

ができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習するこ

とができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならない」

と生涯学習の理念が規定され、生涯学習社会の実現が提唱されています。 

 平成３０年６月から７月にかけて内閣府が実施した生涯学習に関する世論調査によれば、

この１年くらいの間に、どのような場所や形態で学習をしたことがありますかと聞いたと

ころ、「学習したことがある」とした人の割合が５８.４％（前回、平成２７年１２月の調

査結果は４７.５％）となり、何らかの学習をしている人の割合は、前回調査よりも増加し

ています。 

 現在の社会は、少子高齢化が進み、高度情報化がめざましく発展するなど、大きな変化

の流れの中にあります。時代の変化に対応し、この時代を生き抜いていくためには、生涯

にわたる学習が必要になります。政府は、人生１００年時代を見据えた会議を重ね、将来

像の検討を行っています。このような時代背景の中で、生涯学習は、一人一人が自己実現

を図り、学習の成果を社会に還元するために重要な役割を担っており、生涯学習の推進が

強く求められています。 

第１章 策定にあたって 
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２ 生涯学習推進の経緯 

（１）国の取組 

平成１８年の教育基本法の改正によって、第３条に『生涯学習の理念』が規定されまし

た。これは生涯学習社会の実現を目指すことを生涯学習の理念とするものです。また、平

成２０年２月の中央教育審議会の答申において、次の内容が示されました。

① 生涯学習の振興の要請 － 高まる必要性と重要性

② 社会の変化や要請に対応するために必要な力

③ 目指すべき施策の方向性

④ 具体的方策

 平成３０年３月の中央教育審議会の答申「第３期教育振興基本計画について」において、

今後の教育政策に関する基本的な方針として、「生涯学び、活躍できる環境を整える」が掲

げられています。次の内容で構成されています。

① 人生１００年時代を見据えた生涯学習の推進

② 職業に必要な知識やスキルを、生涯を通じて身につけるための社会人の学び直しの

推進

③ 障害者の生涯学習の推進

 このように、国では社会背景の変化を考慮しながら生涯学習の推進を図ってきています。

（２）埼玉県の取組 

 埼玉県は、平成１１年に埼玉県生涯学習振興計画を策定し、各種の施策を計画的に推進

することによって、「いつでもどこでも県民だれもが自由に学習することができ、その成果

が適切に評価される生涯学習社会」を目指しました。県の計画は、様々な分野における生

涯学習の施策を網羅するもので、行政の立場から各種施策の実現を図るものでした。計画

は数回の見直しを経て、平成２２年度から平成２４年度までを計画期間とする埼玉県生涯

学習推進計画が策定されました。

また、埼玉県生涯学習推進計画を見直しするのに当たり、埼玉県生涯学習審議会から、

次のような評価や意見がありました。

○ 掲げられた指標については、概ね達成される状況となっているものの、一方で、学習

者がその後どういう活動を始めたのか。学習の成果が生活や地域にどう生かされたの

か
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○ 様々な施策について一部目標を数値化し、網羅的に取り組んできたことにより、県が

推進する生涯学習振興の進むべき方向が見えにくい 

○ 「行政がつくる生涯学習社会」から「みんなでつくる生涯学習社会」に方向転換すべ

き 

○ 現在（平成２４年当時）では市町村、民間、ＮＰＯでも様々な学習機会の提供などが

充実してきており、県民の主体的、自律的な活動を一層尊重していくことが大切であ

る 

埼玉県では、このような評価や意見を受け、「行政がつくる生涯学習社会」から「みんな

でつくる生涯学習社会」に方向転換し、生涯学習振興の進むべき方向を明示して県民の生

涯学習活動を支援することとし、「計画」から「指針」に改め、平成２５年３月に埼玉県生

涯学習推進指針を策定しました。指針は、平成２８年３月に見直しされ、現在に至ってい

ます。 

（３）本庄市の取組 

本市は、塙保己一をはじめとする郷土の偉人や歴史、多彩な伝統文化を有しているとと

もに、早稲田大学をはじめとする各種の教育機関や研究機関が立地するなど、学習の資源

に大変恵まれています。このような本市の利点を活かし、郷土の偉人である、江戸時代の

盲目の国学者 塙保己一の精神を活かすこと、早稲田大学をはじめとする地域の教育機関、

団体、市民と協働連携すること

を継承し、生涯学習を推進する

ことを念頭においています。 

 本市では、平成２１年３月に

生涯学習の施策を計画的に推進

するため、本庄市生涯学習推進

計画を策定し、平成２１年度か

ら平成２５年度までの５年間で

生涯学習の総合的な推進を図り

ました。 

さらに、平成２６年３月に計

画を第２次本庄市生涯学習推進

計画として改定しました。計画

は、次の２つの基本理念と５つ

○ 年齢 障害 国籍 性別   関係  生涯学習 参加     
（重い障害を乗り越えた生き方） 

○ 人間  生涯学習         成長   可能性     
（挫折を乗り越え、生涯を通じて勉学を重ねた生き方） 

○ 先人   良 文化 正  受 継  更 発展       
（群書類従を編纂し、和学講談所を創設した精神） 

○ 地域や社会、次の世代のことを考えること
  （塙保己一 信念 世    後    ）
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の柱を掲げ生涯学習を推進しました。 

≪基本理念≫                ≪５つの柱≫ 

１ 郷土の偉人、盲目の国学者 塙保己一の

精神を活かした生涯学習のまちをつく

ります。 

２ 早稲田大学をはじめとする地域の関係

機関と協働連携しながら、市民みんな

で生涯学習を推進します。 

基本理念と５つの柱を基に、平成２６年度から平成３０年度までの生涯学習の推進につ

いて、本庄市生涯学習推進会議を中心に実績を検証し、課題の解決に取り組んできた結果、

市民総合大学の申込者数は年々増加し、また、公民館利用者数についても、はにぽんプラ

ザの開館により一時的に減少したものの、多くの市民に利用されており、家庭教育学級・

中学校開放講座参加者数についても、児童生徒数が減少しているのもかかわらず、参加者

数は減少せず、毎年ほぼ同じ参加者数となっています。 

このように、第１次及び第２次本庄市生涯学習推進計画を推進した結果、多くの市民が

生涯学習に参加しております。 

資料：生涯学習課 
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資料：生涯学習課 

資料：学校教育課・生涯学習課
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家庭教育学級・中学校開放講座参加者数の推移】

Ｓ（児玉）…シニアコース（児玉）   Ｓ（本庄）…シニアコース（本庄）   Ｍ…ミドルコース 

Ｊ…ジュニアコース   Ｕ…ユニバーサルコース 

※平成２３年度は東日本大震災の影響で、市民総合大学申込者数の減少となっています。
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～各事業の具体的な取組～ 

① 市民総合大学について 

市民総合大学は、本市の将来像を実現してゆく人材の育成と、市民一人一人が自己を高

め、人格を磨き、幸せで豊かな人生を送ることができるように設置されました。市内在住

の６５歳以上を対象とした高齢者コース（平成２７年度からシニアコース）と市内在住・

在勤の成人者を対象とした成人者コース（平成２７年度からミドルコース）の２つのコー

スで平成２１年度に開講しました。その後、小・中学生を対象としたジュニアコースが平

成２７年度に開講しました。 

［平成２４年度］ 

成人者コースの全ての講座を選択制とし、多くの人が参加しやすいように、午前、午

後、夜間、土曜日・日曜日の講座を開設しました。また、子育て世代も受講できるよう

に託児付講座も設定しました。 

[平成２７年度] 

世代間交流を目的に、新たにジュニアコースを開講し、従来の高齢者コースを市内在

住・在勤の６０歳以上を対象としたシニアコースに、成人者コースを市内在住・在勤の

１８歳以上を対象としたミドルコースに変更しました。 

※平成２９年度からは市内在学者も参加できるように対象としました。 

[平成３０年度] 

ジュニアコースを対象に市内の高等学校６校に協力を依頼し、高校生を講師に迎えて

異学年交流講座を開催しました。 

市民総合大学の申込者数は、平成２４年度には５００名を超え平成３０年度には 

１，０００名を超えるなど年々増加しています。幅広い世代の人が満足できるよう、工夫

を凝らした魅力ある講座を展開しています。 

【シニアコース】           【ジュニアコース】 
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② 「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」の事業支援について 

 本市の生涯学習のシンボルである郷土の偉人、

塙保己一の事績を顕彰するため、総検校塙保己一

先生遺徳顕彰会の活動を支援しています。総検校

塙保己一先生遺徳顕彰会では、会報誌発行、顕彰

祭、埼玉県が主催する塙保己一賞への協力、新成

人への啓発、会員証の交付、マンガ「塙保己一」の

販売協力、群読劇「塙保己一物語」の各地での公

演への協力を行うなど、顕彰事業を推進していま

す。

③ 早稲田大学との連携強化について 

 包括協定を締結している早稲田大学と連携し、

大学が持つ知的財産・施設・人材を活用し、専門

的な教育等の生涯学習を行うことができるよう

に充実を図っています。市民総合大学では、早稲

田大学の教授を講師に迎えての講座を実施して

います。

④ 公民館における生涯学習活動について 

 市内１１か所の公民館では、各種の講座、講習会、イベントなどの生涯学習を推進する

ための事業を実施しています。夏休み期間中には、小学生を対象とした「夏休み子ども体

験活動（サマーチャレンジ）」を開催しています。その他、健康増進のための講座や専門技

術を身につけるための基礎講座を開催しています。

【顕彰祭】

【市民総合大学】 

【サマーチャレンジ】 【専門講座】 
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⑤ 芸術文化活動の推進について 

 市民の芸術文化活動の活発化を図るため、文化

祭・研修会・広報を通じてのＰＲ等を行っています。

加盟団体（平成３０年度は３１団体）による本庄市

文化団体連合会文化祭は、舞台発表・作品展示を行

い日頃の研鑽の成果を発表するとともに、市民に

芸術文化に接する機会を提供しています。

 また、主に児玉文化会館（セルディ）・児玉中央

公民館・児玉公民館等を拠点として活動している

芸術文化団体による文化祭をセルディで開催して

います。

⑥ 青少年教育の充実について 

 本庄市青少年育成市民会議を中心に、青少年非行防止緊急パトロール活動、青少年育成

管外研修の実施、青少年健全育成のつどいの開催、青少年の主張発表会、青少年健全育成

標語の募集を行い、青少年の健全育成を推進しています。

 また、本庄市子ども会育成会連合会（本子連）と連携して夏期及び冬期リーダー研修会、

みこしパレード、運動会、はがき作品展等の各種イベントを実施し、子どもたちの社会性

の向上を目指しています。

児玉郡市内の小学校５・６年生を対象にしている「子ども大学ほんじょう」では、早稲

田大学の支援のもと、協賛企業等のご協力を得ながら子どもたちの学ぶ力や生きる力の向

上を目的に開催しています。大学の教授や地元企業など専門家を講師に迎え、子どもの知

的好奇心を刺激する体験活動や学びの機会を提供しています。

【文化団体連合会文化祭】

【青少年育成管外研修】       【本庄市子ども会育成会連合会夏期リーダー研修会】 
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⑦ 家庭教育の推進について 

保護者（親）の教育力を高め、家庭での教育力、指導力の向上を図るために、親の学習

事業を推進しています。市内の子育て団体や関係機関と連携し、親の力を高める「親の学

習」講座を学校、保育園、幼稚園、地域の保護者等を対象に実施しています。

講座では、「親の学習手引書」と「親子手帳」を活用し

ています。「親の学習手引書」は、本市が独自に作成して

いる手引書で、新生児から高校生までの子を持つ親を対

象に、子育てのヒントや子育ての悩みに直面したときの

対応方法等が記載された内容豊かな手引書です。「親子手

帳」は、子どもが生まれたときから中学３年生になるま

での成長過程や子どもへの思いを１年ごとに親が書き込

むことができ、子どもへの愛情を記録として形にするこ

とができる手帳です。

⑧ 図書館の充実について 

図書館は、図書等の資料を収集・整理・保存し、市民の利用に供し、その教養、調査研

究、レクリエーション等に資することを目的とする施設です。図書館は幅広い年代の方々

に利用されており、さらに利用者の拡大を図るために、良質な図書の厳選や、社会情勢に

即応した関連資料、郷土資料等を整備・充実させるとともに、読書案内等のサービス向上

に努めています。

また、生涯学習の拠点としての機能を果たし、より多くの方に気軽に活用していただけ

るように講座や講演会等の開催、移動図書館、児童サービス、ボランティアの育成・支援

等の事業を展開しています。

【親の学習講座】

【移動図書館】 【読書講座】
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３ 生涯学習推進指針の策定 

（１）策定の趣旨 

 現在の社会は、人口減少や少子高齢化の進行、高度情報化の急速な発展、経済の停滞、

グローバル化の拡大など、大きな変化が押し寄せてきている状況です。また、東日本大震

災後は、地域社会の大切さがあらためて見直されています。人生１００年時代を迎える中、

この時代の変化を生き抜いていくためには、生涯学習を通じた自己研鑽によって、自己の

能力を高めることが重要です。それぞれが能力を高めることによって、地域社会を活性化

することを可能にし、そのことがより良い社会の実現につながります。

生涯学習は、一人一人がその生涯にわたって自主的・自発的に行うことを基本とした学

習活動です。このことを踏まえると、生涯学習を推進するためには、行政が主役ではなく、

市民が主役であることが大切です。そのために、行政には一人一人の主体的な学習活動を

支援することが求められます。行政の役割は、多様な生涯学習のニーズを把握し、学びの

機会を提供し、学びの成果を活かす環境をつくり、学びを支えることです。

 このことから、教育基本法の第３条に規定された生涯学習の理念が目指す生涯学習社会

の実現に向けて、第１次及び第２次本庄市生涯学習推進計画の取組を踏まえつつ、従来の

行政主体の施策を中心とした計画としてではなく、生涯学習を支援するための方向性を示

す生涯学習推進指針（以下「指針」という。）として策定することとしました。

（２）指針の性格 

 本指針は、本市が目指す生涯学習社会の１０年後を見据えて、本庄市総合振興計画（平

成３０年度から平成３９年度［２０２７年度］）と整合性を図りながら、平成３１年度

（２０１９年度）から平成３５年度（２０２３年度）までの生涯学習の推進について、基

本的な方針を示すものです。

また、本庄市地域福祉計画等の生涯学習の推進に関連する市の他の計画等とも連携を図

ります。
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１ 本庄市の現状について

（１）市民の生涯学習に関する意識、学習活動の実態

① 学習の経験 

平成３０年４月から５月に実施した市民アンケート調査の結果によると、市民の「生

涯学習」という言葉に対する認知度は７９.７％と過半数を占めていますが（図１）、 

６２.４％の市民が直近１年間において学習の経験がないという現状があります（図２）。

しかし、学習の経験がないと回答しながらも、そのうち５２.１％の市民が学習をしてみ

たい、どちらかといえばしてみたい、と学習に対して前向きな意識を持っています（図

３）。学習の経験がない市民のうち、現役世代（５０代以下）が学習をしていない理由は、

「仕事や育児・介護で忙しい」が３２.７％を占めており（図４）、学習の意欲はあって

も多忙なため時間が取れない傾向にあることが分かります。 
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10.4%

11.8%

9.7%

特に理由はない, 23.7%

2.5%

その他
9.2%

0.6%

回答なし
3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

現役世代

シニア世代

（図４）

【学習活動をしない理由(世代別)】
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第２章 本庄市の現状と課題 
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② 学習の内容 

直近に学習の経験がある市民は「趣味に関すること」「健康・スポーツに関すること」

を学習している人が多く、特に現役世代は「職業上必要な知識・技能に関すること」、シ

ニア世代（６０代以上）は「健康・スポーツに関すること」への興味・関心が高いこと

が分かりました（図５）。 

また、学習の経験はないが学習に対して前向きな意識を持っている市民も「趣味に関

すること」「健康・スポーツに関すること」へ興味・関心が高い状況でした（図６）。 
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（図５） 
【現在学習している内容（世代別）】 

（図６） 

【興味のある学習分野】

（N=960) 
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③ 学習の目的 

学習の目的や、学習を通して身につけた知識、経験や技能の活用について、現役世代は

「仕事や就職、転職に役立てるため（活かしている）」を選択している人が目立ち、就業に

おいて活かすことのできる学習を求めていることが分かります。一方、シニア世代におい

ては、「人生をより豊かにする」「健康の維持・増進」を学習の目的・活用方法としている

人が比較的多く、人生を豊かに過ごすための手段としての生涯学習を求めていると考えら

れます（図７、８）。 
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【学習をする目的（世代別）】 

（図８） 

【知識、経験や技能の活かし方（世代別）】 
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（２）本庄市の学習環境に対する市民の認識

① 生涯学習関連施設の利用状況 

市内の生涯学習関連施設について、現役世代は２７.９％が「利用していない」と答え、

現役世代の回答数の４分の１を超えていました。一方、シニア世代は、２０.６％が「公民

館」を利用したことがあると回答しており、「利用していない」１１.６％を上回っていま

した（図９）。生涯学習関連施設を利用しない理由として「自分の希望に合う講座や教室な

どがない」「必要な情報が入手できない」が上位に挙げられています（図１０）。また、自

由記述の意見の中でも、市の生涯学習情報の提供、ＰＲが足りていないと言った意見も見

られました。 

11.6%

利用していない
27.9%

11.1%

本庄市立図書館

児玉分館
14.2%

13.6%

市民活動

交流センター

(はにぽんプラザ)
13.9%

9.5%

体育館

運動場
13.1%

公民館
20.6%

5.9%

33.7%

その他の回答

（内訳は資料編

「問１０」参照）
24.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

シニア世代

現役世代

回答なし, 0.0%

その他, 23.7%

身近なところに生涯学習関連

施設がない, 11.2%

必要な情報（内容・時間・

場所・費用）が入手できない, 
29.6%

自分の希望に合う講座や教

室などがない, 35.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

（図９） 

【利用したことのある生涯学習関連施設】 

（図１０） 
【市内の生涯学習施設を利用していない理由】

（N=152) 
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② 市の生涯学習事業の認知状況 

市の生涯学習事業に関して、「知らなかった」と回答した人が最も多く（図１１）、事業

の充実度の設問も「その他」を回答し、自由記述の中で「知らなかった」「分からない」等

の意見が目立ちました（図１２）。これらのことから、市民への生涯学習情報の伝達が不足

している、必要な情報が伝わっていない、と市民が感じていることが分かりました。一方

で、「公民館講座」「市民総合大学」「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」を知っていると回答

した人は１０％を超えており（図１１）、また充実していると感じる事業については「公民

館講座」２１.９％、「市民総合大学」９.６％となっています（図１２）。 

回答なし 2.8%

親の学習 5.7%

青少年育成市民会議 5.8%

子ども大学ほんじょう
7.0%

総検校塙保己一先生

遺徳顕彰会 10.6%

市民総合大学 16.1%

公民館講座 25.2%

知らなかった 26.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

回答なし, 21.4%

その他, 15.0%

学習指導者等の人材育成、

発掘, 1.1%

青少年育成市民会議等の青

少年の健全育成, 2.3%

子ども大学ほんじょう等の次

世代育成, 3.3%

親の学習やPTA家庭教育学

級等の家庭教育支援, 4.5%

地域の伝統文化等の継承, 
5.2%

講座やイベント等の生涯学習

関連情報の提供, 7.1%

学びの成果の機会づくり（発表会、

作品展、展示会等）, 8.6%

市民総合大学, 9.6%

公民館講座, 21.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（図１１） 

【市の生涯学習事業の認知度】

（N=1,478）

（図１２） 

【充実していると感じる市の生涯学習事業】

（N=1,256） 
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（３）市民が求めている学習支援 

 世代を通して、「若い世代が参加しやすいようにする」「高齢者や障害者が参加しやすい

ようにする」ことの必要性を感じており、「参加しやすい」学習環境が求められています（図

１３）。 

２ 本庄市の課題について 

（１）学習機会の提供 

 調査により、現役世代の学習活動に対する意欲は高いことが分かりましたが、生涯学習

事業への参加率が低いことが課題となっています。 

仕事・育児・介護等が忙しく、学習活動に参加できない人が多いことから、多忙な市民

が参加しやすくなる施策を検討し、仕事等と生涯学習参加の両立を支援し、また、地域へ

参加する下地づくりを進められるような学習の機会を提供する必要があります。 

4.5%

1.5%

0.3%

2.1%

3.0%

4.1%

5.4%

6.0%

8.5%

9.4%

9.6%

13.0%

14.8%

17.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

市が市民の生涯学習活動に関わるべきではない

その他

家庭教育や青少年健全育成等の支援

社会教育団体（婦人会、PTA連合会、子ども会等）やグループ・サークル支援

学習した成果を活かす機会や場の創出

回答なし

わからない

家庭・学校・地域・行政の連携協働

指導者、ボランティア等の人材育成、発掘

学習施設の整備・充実

学習等に関する情報提供を充実する

仕事や就職に活かせる講座等を増やす

高齢者や障害者が参加しやすいようにする

若い世代が参加しやすいようにする

（図１３） 

【生涯学習を充実させるために市が力を入れるべき支援】

（N=2,083）
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（２）求められている支援 

市に求められている支援として、世代等に関わらず「参加しやすいようにする」ことが

挙げられており、誰でも参加しやすい事業を実施する必要があります。特に、学習への関

心が高いが、現在学習活動を行っていない市民がアンケート回答者の半数を超える結果と

なったことから、学びの機会を充実させ、学びのきっかけづくりを行うことで、より多く

の市民に学習の機会の創出を支援する必要があります。 

（３）興味・関心のある学習分野 

① 現役世代（５０代以下） 

現役世代は、「職業上必要な知識・技能に関すること」を学習している割合が高く、市に

求める支援としても「仕事や就職に活かせる講座等を増やす」を選択している人が多いこ

とから、現役世代からは就業に活かすことができる学習機会が求められています。 

② シニア世代（６０代以上） 

シニア世代は、健康やスポーツ、趣味に関する学習活動への関心が高く、学習を通して

身につけた知識等は人生をより豊かにすることに活かしているとの回答の割合も高いこと

から、シニア世代は人生を豊かに過ごすための手段としての生涯学習を求めていると考え

られます。 

このようなことから、各々のライフステージに応じたニーズに沿った内容で学習環境を

整え、市民の学習活動への参加を促し、その学習意欲を支えていく必要があります。 

（４）情報提供 

全世代を通して学習情報や生涯学習関連事業について「知らなかった」「情報提供が不足

している」という意見が目立ったことから、現役世代・シニア世代に隔てなく、市民の求

める情報を提供し、学習情報をＰＲしていくことも重要な課題となります。 

（５）人材育成 

生涯学習を推進するためには、全ての世代の人材育成が重要な課題となります。生涯学

習をさらに活発化し、持続可能にするためには、特に青少年の人材育成は重要です。本庄

市の将来を担う青少年の育成を今後も引き続き取り組みます。 
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 生涯学習は、自発的な学びを基本としています。自発的に始める学びは、楽しいもので

あり、それは生きがいにもつながるものです。また、学びの成果は活かされることが大切

です。地域のつながり、量から質への転換や持続可能な社会の構築が必要とされる現在に

おいて、生涯学習の重要性はますます高まるばかりです。時代は急速に変化し、学びに求

めることも変化します。この時代の変化を生き抜くためには、学び続けることが重要にな

ります。 

 本指針を策定するために実施した市民アンケートの調査結果と本庄市社会教育委員会議

及び本庄市生涯学習推進委員会議のご意見・ご提言を踏まえて課題を検討し、今後の生涯

学習を支援するための指針を定めることとしました。 

本市は、生涯学習の輪を広げることによって、より良い生涯学習社会の実現を目指して

いきます。この目的を達成し、学びが循環する持続可能な生涯学習社会を実現するために、

生涯学習推進の指針を「学びを支える」、「学びの機会の充実」、「学びの成果を活かす環境

づくり」、「家庭教育の支援」、「文化活動の支援」とすることとしました。 

第３章 生涯学習推進の指針 

生涯学習の

推進

家庭教育の

支援

文化活動の

支援

学びを

支える

学びの機会の

充実

学びの

成果を活かす

環境づくり
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指針

5

文
化
活
動
の

支
援

(1) 市民の文化活動の支援

(2) 文化活動団体の支援

1

学
び
を
支
え
る

2

学
び
の
機
会
の
充
実

3

学
び
の
成
果
を

活
か
す

環
境
づ
く
り

(1) 学びの成果を活かす

(2) 学び合いを支援

4

家
庭
教
育
の

支
援

(1) 親の学習講座の充実

(2) 家庭教育学級の支援

文化活動に関する情報収集、有益な情報の発信

生涯学習関連施設を有効に活用した文化活動の支援

成果発表の場を継続して提供し、文化活動の周知と普及

団体間の交流を深める機会を増やし、調整を図る

(2) 人材育成

(3) 持続可能な学びの循環

(1) 学びの環境の充実

(2) 学びの内容の充実

(3) 自主的な学びの支援

学ぶもの同士が交流できる機会の提供

親の学びの力の向上、教育力発揮への支援として
「親の学習手引書」活用

情報提供や学びの機会・環境づくり

講師の紹介等情報提供をし、充実への支援

取組が地域社会に還元できるように支援

学びを継続的にできる支援

自主的な学びのグループ・サークルの支援

成果発表の機会を提供し、地域社会の発展・課題解決に
つなげる環境づくり

コーディネート機能の構築

学びの成果を共有、さらに高める機会の提供

情報提供方法の工夫

障害者が学びの機会を親しむ支援

時代のニーズに合わせ、先取りするような内容

専門的知識・教養を高める講座の充実

仕事に役立つ講座の開発

時代の変化に対応できる人や地域づくりができる人の育成

人材のネットワークの形成を支援

市民総合大学における幅広い世代のコミュニティ構築

学びの楽しさの共有

講座等の選択肢の充実

目標 主な取組

ライフステージ・状況に応じた学習機会の提供

学ぶ機会を自ら選択・自主的に学ぶための情報提供
(1) 学びの
　 きっかけづくり

教育機関や学習施設と連携、学びを広げる支援
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【指針に対する目標】 

学びを支えることによって、より多くの市民が生涯学習活動に参加できるようになるこ

とを目指します。 

（１）学びのきっかけづくり 

＜主な取組＞ 

○ 一人一人のライフステージや置かれた状況に応じた学びの機会を提供し、学びのきっ

かけづくりを推進します。 

○ 学びに関する情報収集に努め、性別、年齢、国籍、障害の有無に関わらず、学ぶ機会

を自ら選択し、自主的に学べるような情報を多様な手段で提供します。 

○ 早稲田大学や近隣大学等の教育機関、民間企業、ＮＰＯ、生涯学習関連施設等と連携

し、学びを広げる支援をします。 

（２）人材育成 

＜主な取組＞ 

○ 市民総合大学や公民館等で開催する講座を通して、時代の変化に対応できる人づくり、

地域づくりができる人材を育成します。 

○ 人づくり、地域づくりができる人材のネットワークの形成を支援します。 

○ 青少年が多様な体験活動などや学びの機会を通して豊かな人間性や社会性を育むた

めに支援します。 

（３）持続可能な学びの循環 

＜主な取組＞ 

○ 市民総合大学では、持続可能な学びの循環を目指し、シニア世代の参加の促進、世代

間交流、異学年交流など幅広い世代のコミュニティの構築を図ります。 

○ 学びを楽しむことは、継続につながることから、学びの楽しさの共有に努めます。 

１  指針１ 「学びを支える」 
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【指針に対する目標】

学びの機会の充実を図ることによって、生涯学習活動に参加する市民の学びに対する満

足度の向上を目指します。 

（１）学びの環境の充実 

＜主な取組＞ 

○ 「いつでも」、「どこでも」、「何度でも」学べる環境をつくり、あらゆる世代が学びに

参加できるように、講座等の日程・時間帯・場所・内容などの選択肢を充実します。 

○ 学びたい人がより多くの情報に手軽にアクセスできるように、あらゆる世代がＩＣＴ

を活用するとともに、従来からの印刷物による情報提供の方法も工夫し、活用を図り

ます。 

○ 障害者が、地域の一員として豊かな人生を送ることができるように、学びの機会を親

しむために支援します。 

（２）学びの内容の充実 

＜主な取組＞ 

○ 市民総合大学や公民館等の講座内容を時代のニーズに合わせるとともに、時代を先取

りするような内容も積極的に取り入れていきます。 

○ 早稲田大学や近隣大学等と連携し、教養を高めるような講座や専門的な内容の講座を

開催し、学びの内容の充実を図ります。 

○ 学びの内容が職業上のスキルアップにつながり、仕事に役立つ講座の開発に努めます。 

（３）自主的な学びの支援 

＜主な取組＞ 

○ 自主的な学びを深めることによって、学びを継続的にできるように支援します。 

○ 生涯学習の輪を広げるために、自主的な学びのグループやサークルの活動を支援しま

す。  

２  指針２ 「学びの機会の充実」 
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【指針に対する目標】 

学びの成果を活かす環境をつくることによって、学びの成果が地域社会の発展に還元で

きるような生涯学習社会を目指します。 

（１）学びの成果を活かす 

＜主な取組＞ 

○ 学びの成果を発表する機会を提供し、地域社会の課題の解決や発展につなげる環境を

つくります。 

○ 学びの成果を様々な場面で活用するために、コーディネート機能（コーディネーター

の育成・発掘、コーディネーターのネットワークづくり等）の構築を図ります。 

（２）学び合いを支援 

＜主な取組＞ 

○ 学びの成果を学び合いによって共有し、成果をさらに高め、継続していけるような機

会を提供します。 

○ 学びを通して、学ぶもの同士が交流できるよう、自主的な学びの機会を提供します。 

３  指針３ 「学びの成果を活かす環境づくり」 
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【指針に対する目標】

家庭教育を支援することによって、世代から世代へ循環する生涯学習社会の構築に寄与

することを目指します。 

（１）親の学習講座の充実 

＜主な取組＞ 

○ 親の学びの力を向上させるとともに、親が家庭での教育力を発揮することを支援する

ために、本市が独自に作成した「親の学習手引書」を講座で活用します。 

○ 「親の学習」の推進を通じて家庭・学校・地域の関係者が連携を深められるように支

援し、地域の活性化を目指します。 

○ より多くの人が講座に参加できるように、情報提供や学びの機会・環境づくりに努め

ます。 

（２）家庭教育学級の支援 

＜主な取組＞ 

○ 講師の紹介や他の学校・自治体の運営方法等の情報を提供し、家庭教育学級がより充

実するように支援します。 

○ 家庭教育学級の取組が地域社会に還元できるように支援します。 

４  指針４ 「家庭教育の支援」 
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【指針に対する目標】 

市民や文化活動団体の文化活動を支援することによって、文化の活性化を図り、生涯学

習社会のさらなる成熟を目指します。 

（１）市民の文化活動の支援 

＜主な取組＞ 

○ 文化活動に関する情報収集に努め、文化祭・研修会・広報等を通じて有益な情報の発

信に努めます。 

○ 公民館、市民文化会館、児玉文化会館（セルディ）、市民活動交流センター（はにぽ

んプラザ）、図書館等の生涯学習関連施設を有効に活用し、文化活動を支援します。 

（２）文化活動団体の支援 

＜主な取組＞ 

○ 文化活動団体の活動成果を発表する機会を継続して提供し、広く文化活動の周知と普

及に努めます。 

○ 文化活動団体間の世代間交流を深める機会を増やし、つながりや連携しやすいように

団体間の調整を図ります。 

５  指針５ 「文化活動の支援」 



資料編
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資料１ 市民アンケート調査結果 

１ 調査の概要

（１）調査の目的 

市民を対象に生涯学習の理解や意識等の調査を行い、生涯学習への要望や課題を把

握するとともに、その支援の分野や方向性に必要な基礎資料とすることを目的とする。 

（２）調査対象者の抽出 

対象者数については、まず母集団６６，８８１人（平成３０年４月１日現在の１８歳

以上）に対し、本庄市総合振興計画策定のための市民アンケート調査の信頼率９５％を

上限に見込み、必要標本数は１，０５１件となる。 

また、生涯学習事業においてミドル世代の参加率の低さが課題となっているため、 

１０代～５０代の世代の標本数を増やし、全世代において概ね均等の回答数を得られ

るように調整した結果、３，１５５人を対象とした。 

（３）調査の期間 平成３０年４月から５月 

（４）調査の方法 郵送によるアンケート調査 

（５）回収結果 

回収結果については下表の通り、回収数９２８件で信頼率は９３％となりアンケー

ト集計を行った。 

   発送数：３，１５５件 回収数：９２８件 回収率：２９．４％ 

年 代 送付数 予想回収数 

実回収数 

構成割合

（％） 

１８,１９歳 78 20 15 1.62

２０代 433 100 69 7.44

３０代 752 200 176 18.99

４０代 733 200 217 23.41

５０代 488 200 158 17.04

６０代 307 180 135 14.56

７０代 256 150 113 12.08

８０代以上 108 50 43 4.64

年齢不明   2 0.02
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２ アンケート調査結果

（１）回答者について 

問１ あなたの年齢についてお答えください。（１つを選択） 

 １９歳以下、２０代、８０代は１０％以下、４０代は２０％以上、その他の年代は概ね

均等な比率となっている。 

問２ あなたの性別についてお答えください。（１つを選択） 

「女性」が５４．４％、「男性」が４４．２％。 

19歳以下
1.6% 20歳～29歳

7.4%

30歳～39歳
19.0%

40歳～49歳
23.4%50歳～59歳

17.0%

60歳～69歳
14.5%

70歳～79歳
12.2%

80歳以上
4.6%

回答なし
0.2%

(N=928)

男性
44.2%

女性
54.4%

回答なし
1.4%

(N=928)
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問３ あなたの職業についてお答えください。（１つを選択） 

 就業している回答者が６３．１％、就業していない回答者が３２．９％。 

問４ あなたがお住まいの住所（小学校区）についてお答えください。（１つを選択） 

上位より、「本庄東小学校区」１７．１％、次いで「中央小学校区」１４．２％、「本庄南

小学校区」１１．０％。 

農業
2.4%

商業・自営業
7.0%

会社員
29.1%

公務員・教員
5.1%派遣

契約社員
パート・アルバイト

19.5%

専業主夫
専業主婦
12.6%

学生
2.7%

無職
17.6%

その他
3.6%

回答なし
0.5%

(N=928)

本庄東小学校区
17.1%

本庄西小学校区
9.2%

藤田小学校区
4.7%

仁手小学校区
2.4%

旭小学校区
7.1%

北泉小学校区
9.4%

本庄南小学校区
11.0%

中央小学校区
14.2%

児玉小学校区
8.7%

金屋小学校区
4.8%

秋平小学校区
3.0%

共和小学校区
5.2%

本泉小学校区
1.0%

市外
0.8%

回答なし
1.4%

(N=928)
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問５ あなたの家族構成についてお答えください。（１つを選択） 

「親と子（２世代）の世帯」が５７．３％と過半数を占め、次いで「夫婦のみの世帯」が 

２０．６％、その他の家族構成は１０％未満となっている。 

一人暮らし世帯
7.3%

夫婦のみの世帯
20.6%

親と子（２世
代）の世帯

57.3%

親と子と孫（３
世代）の世帯

9.8%

兄弟姉妹や親
族と同居
2.4%

友人などと同居
0.3%

その他
1.9%

回答なし
0.3%

(N=928)
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（２）生涯学習について 

※「グループ別」集計について…５０代以下を「現役世代」、６０代以上を「シニア世代」として集計

問６ 「生涯学習」という言葉を聞いたことがありますか？（１つを選択） 

「聞いたことがある」が７９．７％と過半数を占め、「聞いたことがない」は１９．９％に

とどまっている。 

問７ この１年間、学習の経験がありますか？（１つを選択） 

「経験がある」は３５．７％にとどまり、「経験がない」が６２．４％となっている。 

聞いたことが
ある
79.7%

聞いたことが
ない
19.9%

回答なし
0.3%

(N=928)

ある
35.7%

ない
62.4%

回答なし
1.9%

(N=928)
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問８ どのようなことについて学習をしていますか？（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ回答

「趣味に関すること」が最も多く１８．３％、次いで「健康・スポーツに関すること」が

１６．１％、「職業上必要な知識・技能に関すること」が１３．９％となっている。 

□グループ別 

18.3%

16.1%

13.9%

11.8%

7.1%

5.6%

5.5%

4.5%

4.2%

4.1%

3.2%

3.0%

1.7%

1.0%

0.1%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

（N=876）

趣味に関すること
健康・スポーツに関すること

職業上必要 知識 技能 関    
教養を高めること

芸術文化に関すること
家庭生活 役立 技能

社会問題
大学や学校等の公開講座での学習

子育てや子どもの教育、家庭教育に関すること
パソコン・インターネットに関すること

安全・安心に関すること
ボランティア活動に関すること

自然体験や生活体験に関すること
その他
回答なし

18.2%

17.4%

14.5%

10.6%

6.4%

5.7%

5.2%

4.9%

4.2%

3.9%

3.3%

2.8%

2.0%

0.8%

0.2%

3.9%

20.1%

20.1%

14.7%

8.9%

0.8%

6.2%

6.9%

5.0%

4.6%

2.3%

4.2%

1.2%

1.2%

0.0%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

職業上必要 知識 技能 関    

趣味に関すること

健康・スポーツに関すること

教養を高めること

芸術文化に関すること

子育てや子どもの教育,家庭教育に関すること

家庭生活 役立 技能

社会問題

大学や学校等の公開講座での学習

パソコン・インターネットに関すること

ボランティア活動に関すること

安全・安心に関すること

自然体験や生活体験に関すること

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問９ 学習をする目的は何ですか？（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ回答

「その学習が好きであり、より人生を豊かにするため」が最も多く１９．９％、次いで

「仕事や就職、転職などに役立てるため」が１６．５％、「健康や体力づくりのため」が 

１４．４％となっている。 

□グループ別

19.9%

16.5%

14.4%

12.3%

9.7%

8.8%

8.6%

5.4%

2.9%

1.2%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（N=895）

その学習が好きであり、より人生を豊かにするため

仕事 就職 転職   役立    

健康 体力      

ストレスの解消、気分転換のため

余暇の時間を有効に活用するため

家庭や日常生活に活用するため

生きがいづくりのため

仲間づくりのため

地域や社会をよりよくするため

その他

回答なし

23.5%

20.0%

11.9%

11.7%

10.2%

7.5%

6.8%

3.8%

3.2%

1.2%

0.2%

2.4%

19.5%

13.4%

19.9%

6.2%

11.0%

15.4%

8.6%

2.4%

1.0%

0.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

仕事 就職 転職   役立    

その学習が好きであり、より人生を豊かにするため

ストレスの解消、気分転換のため

健康 体力      

家庭や日常生活に活用するため

生きがいづくりのため

余暇の時間を有効に活用するため

仲間づくりのため

地域や社会をよりよくするため

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１０ 学習目的で利用した市内の生涯学習関連施設はどこですか？（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ回答

「利用していない」が最も多く２１．９％、次いで「市民活動交流センター（はにぽんプ

ラザ）」が１３．７％、「本庄市立図書館・児玉分館」が１３．０％、「体育館・運動場

（シルクドーム・エコーピア・運動公園等）」が１１．９％、「公民館」が１１．５％とな

っている。 

□グループ別 

21.9%

13.7%

13.0%

11.9%

11.5%

6.3%

5.6%

4.6%

3.3%

1.5%

0.9%

3.9%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（N=540）

利用     

市民活動交流    （       ）

本庄市立図書館 児玉分館
体育館・運動場

（シルクドーム、エコーピア、運動公園等）

公民館

本庄市児玉文化会館（セルディ）

早稲田大学（リサーチパーク）

本庄市民文化会館

小学校・中学校
歴史文化施設（歴史民俗資料館 

塙保己一記念館 競進社模範蚕室）

勤労者施設（勤労青少年   ）

その他

回答なし

27.9%

14.2%

13.9%

13.1%

5.9%

5.0%

4.5%

4.5%

3.0%

0.6%

0.3%

4.7%

2.4%

11.6%

11.1%

13.6%

9.5%

20.6%

0.5%

9.0%

7.5%

7.5%

3.0%

2.0%

2.5%

1.5%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

利用     

本庄市立図書館 児玉分館

市民活動交流    （       ）

体育館・運動場
（シルクドーム、エコーピア、運動公園等）

公民館

小学校・中学校

本庄市児玉文化会館（セルディ）

早稲田大学（リサーチパーク）

本庄市民文化会館

歴史文化施設（歴史民俗資料館 
塙保己一記念館 競進社模範蚕室）

勤労者施設（勤労青少年   ）

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１１ 市内の生涯学習施設を利用しない理由は何ですか？（複数回答可） 

※問７で「ある」を選び、かつ問１０で「利用していない」を選んだ回答者のみ回答

「自分の希望に合う講座や教室などがない」が最も多く３５．５％、次いで「必要な情報

（内容・時間・場所・費用）が入手できない」が２９．６％となっている。 

□グループ別 

35.5%

29.6%

11.2%

23.7%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

（N=152）

自分の希望に合う講座や教室などがない

必要な情報（内容・時間・場所・費用）が
入手できない

身近なところに生涯学習関連施設がない

その他

回答なし

35.3%

32.8%

10.1%

21.8%

0.0%

37.5%

18.8%

15.6%

28.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自分の希望に合う講座や教室などがない

必要な情報（内容・時間・場所・費用）が
入手できない

身近なところに生涯学習関連施設がない

その他

回答なし

現役世代

シニア世代
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問１２ どのような手段・方法で学習していますか？（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ回答

「自宅での学習活動」が最も多く２１．６％、次いで「情報端末やインターネット」が 

１８．６％、「公共の施設を利用した学習活動」が１１．４％となっている。 

□グループ別  

21.6%

18.6%

11.4%

10.2%

9.2%

8.7%

7.9%

6.2%

2.5%

2.7%

0.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（N=693）

自宅  学習活動

情報端末やインターネット

公共 施設 利用  学習活動

民間 講座 教室
（カルチャーセンターやスポーツクラブなど）

市の主催する講座や教室

テレビやラジオ

同好者 集   行     活動

大学などの公開講座や教室

通信教育

その他

回答なし

23.8%

22.2%

11.9%

9.4%

7.5%

6.7%

6.3%

5.6%

2.7%

3.3%

0.4%

17.0%

10.8%

6.6%

16.0%

11.3%

5.2%

15.6%

12.7%

1.9%

1.4%

1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

自宅  学習活動

情報端末やインターネット

民間 講座 教室
（カルチャーセンターやスポーツクラブなど）

公共 施設 利用  学習活動

テレビやラジオ

大学などの公開講座や教室

市の主催する講座や教室

同好者 集   行     活動

通信教育

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１３ 学習情報をどのように得ていますか？（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ回答

「インターネット」が最も多く２０．４％、次いで「市や県の広報紙、ホームページ」が

１４．１％、「公共施設にあるパンフレット・チラシ・ポスター」「学校や職場から」が同

率で１１．３％となっている。 

□グループ別 

20.4%

14.1%

11.3%

11.3%

10.7%

10.1%

5.0%

4.6%

4.2%

4.2%

2.4%

1.2%

0.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（N=745）

インターネット

市や県の広報紙、ホームページ

公共施設にあるパンフレット・チラシ・ポスター

学校や職場から

友人・知人から

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

自治会・町内会の回覧

情報専門誌（紙）

大学など教育機関のホームページ

サークル・グループ・クラブ等から

特に得ていない

その他

回答なし

24.1%

14.9%

10.9%

10.7%

10.3%

8.8%

5.6%

4.4%

3.6%

3.4%

1.5%

1.1%

0.4%

11.8%

2.7%

21.4%

12.7%

11.4%

13.2%

2.3%

3.6%

5.5%

8.6%

4.5%

1.4%

0.9%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

インターネット

学校や職場から

市や県の広報紙、ホームページ

公共施設にあるパンフレット・チラシ・ポスター

友人・知人から

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

情報専門誌（紙）

大学など教育機関のホームページ

サークル・グループ・クラブ等から

自治会・町内会の回覧

特に得ていない

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１４ 学習情報はどのような内容を望みますか？（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ回答

「教室・講座の情報」が最も多く３８．１％、次いで「イベントの情報（発表会・展覧

会・スポーツ大会等）」が２１．４％、「施設の情報」が１７．８％となっている。 

□グループ別 

38.1%

21.4%

17.8%

9.4%

8.2%

2.5%

2.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

（N=607）

教室・講座の情報

イベントの情報
（発表会・展覧会・スポーツ大会等）

施設の情報

指導者・ボランティアの情報

グループ・サークルの情報

その他

回答なし

38.8%

21.9%

18.1%

10.2%

7.4%

1.8%

1.8%

35.8%

20.4%

17.3%

7.4%

10.5%

4.3%

4.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

教室・講座の情報

イベントの情報
（発表会・展覧会・スポーツ大会等）

施設の情報

指導者・ボランティアの情報

グループ・サークルの情報

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１５ 学習活動を通して身につけた知識、経験や技能をどのように活かしていますか？

（複数回答可）

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ回答

「自分の人生をより豊かにすることに役立っている」が最も多く１０．８％、次いで「自

分の健康の維持・増進に役立っている」が７．９％、「仕事や就職の上で活かしている」

が７．２％となっている。 

□グループ別 

10.8%

7.9%

7.2%

5.9%

5.2%

2.9%

1.6%

1.6%

1.5%

1.2%

1.1%

0.1%

0.3%

0.3%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

（N=867）

自分 人生   豊       役立    

自分 健康 維持 増進 役立    

仕事や就職の上で活かしている

家庭・日常の生活に活かしている

   深 知識 技術 身       役立    

資格の取得に活かしている

いずれは活かしたい

地域や社会での活動に活かしている

ボランティア活動に活かしている

他の人の学習やスポーツ、文化活動などの指導に活かしている

学業・学校生活上で活かしている

今も活かしていないし、今後もする考えはない

その他

回答なし

21.7%

19.9%

12.9%

10.9%

10.6%

8.0%

3.9%

3.1%

2.8%

2.8%

2.4%

0.2%

0.5%

0.3%

25.5%

3.6%

25.5%

11.2%

16.3%

1.6%

2.4%

0.4%

4.8%

4.0%

2.8%

0.0%

1.2%

0.8%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

自分 人生   豊       役立    

仕事や就職の上で活かしている

自分 健康 維持 増進 役立    

   深 知識 技術 身       役立    

家庭・日常の生活に活かしている

資格の取得に活かしている

いずれは活かしたい

学業・学校生活上で活かしている

地域や社会での活動に活かしている

ボランティア活動に活かしている

他の人の学習やスポーツ、文化活動などの指導に活かしている

今も活かしていないし、今後もする考えはない

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１６ 特に学習活動をしていない理由をお聞かせください。（複数回答可） 

※問７で「ない」を選んだ回答者のみ回答

「仕事や育児・介護で忙しい」が最も多く２７．０％、次いで「きっかけがつかめない」

が１５．２％、「特に理由はない」が１３．５％となっている。 

□グループ別 

27.0%

15.2%

13.5%

10.8%

8.4%

7.0%

6.5%

6.0%

4.3%

1.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

（N=954）

仕事や育児・介護で忙しい

きっかけがつかめない

特 理由   

必要な学習情報が得られない

費用がかかる

興味がない・関心がない

学び合う仲間がいない

今は学ぶ必要性を感じない

その他

回答なし

32.7%

14.9%

10.4%

10.3%

9.7%

7.5%

5.9%

5.6%

2.5%

0.6%

12.2%

16.0%

11.8%

3.4%

23.7%

5.7%

8.0%

6.9%

9.2%

3.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

仕事や育児・介護で忙しい

きっかけがつかめない

必要な学習情報が得られない

費用がかかる

特 理由   

興味がない・関心がない

学び合う仲間がいない

今は学ぶ必要性を感じない

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１７ 今後の学習活動についてはどのようにお考えですか？（１つを選択） 

※問７で「ない」を選んだ回答者のみ回答

「してみたい」「どちらかといえばしてみたい」が５２．１％と過半数を占めている。 

□グループ別 

してみたい
15.0%

どちらかといえば
してみたい
37.1%

どちらかといえば
したくない
9.2%

したくない
8.3%

わからない
25.0%

回答なし
5.4%

(N=579)

17.6%

9.4%

41.7%

27.1%

8.0%

11.6%

6.8%

11.6%

23.6%

28.2%

2.3%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現役世代

シニア世代

してみたい どちらかといえばしてみたい どちらかといえばしたくない したくない わからない 回答なし



- 40 - 

問１８ あなたが興味のある学習分野はどれですか？（複数回答可）

※問７で「ない」を選び、かつ問１７で「してみたい」「どちらかといえばしてみたい」を選んだ

回答者のみ回答

「趣味に関すること」が最も多く１８．３％、次いで「健康・スポーツに関すること」が

１５．７％、「教養を高めること」が１１．０％になっている。 

□グループ別

18.3%

15.7%

11.0%

9.7%

9.1%

7.7%

6.1%

4.7%

4.2%

3.9%

3.6%

3.0%

2.5%

0.2%

0.2%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

（N=960）

趣味に関すること
健康・スポーツに関すること

教養を高めること
芸術文化に関すること
家庭生活 役立 技能

パソコン・インターネットに関すること
職業上必要 知識 技能 関    

ボランティア活動に関すること
大学や学校等の公開講座での学習

子育てや子どもの教育、家庭教育に関すること
自然体験や生活体験に関すること

社会問題
安全・安心に関すること

その他
回答なし

17.9%

16.0%

11.3%

9.8%

9.3%

7.3%

7.2%

4.5%

4.2%

3.7%

3.7%

2.8%

1.9%

0.3%

0.1%

20.2%

14.6%

10.1%

9.0%

7.9%

1.1%

10.1%

1.1%

6.7%

3.4%

6.2%

3.9%

5.1%

0.0%

0.6%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

趣味に関すること

健康・スポーツに関すること

教養を高めること

芸術文化に関すること

家庭生活 役立 技能

職業上必要 知識 技能 関    

パソコン・インターネットに関すること

子育てや子どもの教育・家庭教育に関すること

ボランティア活動に関すること

自然体験や生活体験に関すること

大学や学校等の公開講座での学習

社会問題

安全・安心に関すること

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問１９ 市で生涯学習の推進のために行っている事業をご存知ですか？（複数回答可） 

「知らなかった」と回答した人数が最も多く２６．７％となっている。それ以外の回答で

は「公民館講座」が最も知られており、「市民総合大学」「総検校塙保己一先生遺徳顕彰

会」が１０％を超えている。 

□グループ別 

26.7%

25.2%

16.1%

10.6%

7.0%

5.8%

5.7%

2.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

（N=1,478）

知らなかった

生涯学習 拠点    公民館講座 

            原動力    市民総合大学 

市のシンボルである塙保己一先生を顕彰する
「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」

次世代育成支援の「子ども大学ほんじょう」

青少年健全育成 推進   青少年育成市民会議 

保護者 親    力 増進   親 学習 

回答なし

29.4%

24.1%

14.9%

9.0%

7.8%

7.1%

5.8%

1.8%

21.2%

27.5%

18.4%

2.9%

16.6%

2.7%

5.7%

5.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

知らなかった

生涯学習 拠点    公民館講座 

            原動力    市民総合大学 

次世代育成支援の「子ども大学ほんじょう」

市のシンボルである塙保己一先生を顕彰する
「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」

保護者 親    力 増進   親 学習 

青少年健全育成 推進   青少年育成市民会議 

回答なし

現役世代
シニア世代
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問２０ 生涯学習施設まで移動する場合の主な移動手段は何ですか？（複数回答可） 

「自家用車」が過半数を超えて５９．９％の割合を占めている。次いで「自転車」が 

１６．８％、「徒歩」が１４．０％となっている。それ以外の回答は５％を下回ってい

る。 

□グループ別 

59.9%

16.8%

14.0%

1.3%

1.1%

0.7%

2.0%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

（N=1,223）

自家用車

自転車

徒歩

乗り合わせ

はにぽん号、もといずみ号

タクシー

その他

回答なし

65.6%

16.1%

12.6%

0.8%

0.6%

0.0%

1.4%

2.7%

47.3%

18.5%

17.0%

2.3%

2.3%

2.1%

3.4%

7.0%
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自家用車

自転車

徒歩

乗り合わせ

はにぽん号、もといずみ号

タクシー

その他

回答なし

現役世代
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問２１ 本庄市の生涯学習において充実していると思う項目はどれですか？（複数回答可）

「公民館講座」が最も多く２１．９％、次いで「その他」が１５．０％、「市民総合大

学」が９．６％となっている。 

「その他」については、自由記述意見１８９件中「エコーピアでのプログラム」「はにぽ

んプラザの自習室と音楽室」以外の回答は全て「分からない」「知らなかった」「充実して

いない」「判断材料がない」といった趣旨の回答だった。 

□グループ別

21.9%

9.6%

8.6%

7.1%

5.2%

4.5%

3.3%

2.3%

1.1%

15.0%

21.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
（N=1,256）

公民館講座

市民総合大学

学びの成果の機会づくり（発表会、作品展、展示会等）

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

青少年育成市民会議等 青少年 健全育成

学習指導者等の人材育成、発掘

その他

回答なし

20.3%

8.9%

8.1%

6.7%

6.3%

4.8%

4.3%

1.7%

1.0%

17.8%

20.2%

24.9%

10.9%

9.7%

8.0%

1.0%

6.1%

1.2%

3.6%

1.5%

9.2%

24.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

公民館講座

市民総合大学

学びの成果の機会づくり(発表会、作品展、展示会等 )

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

地域の伝統文化等の継承

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

青少年育成市民会議等 青少年 健全育成

学習指導者等の人材育成、発掘

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問２２ 本庄市の生涯学習において不足していると思う項目はどれですか？（複数回答可）

「回答なし」を除いて、「その他」が最も多く１５．９％、次いで「学習指導者等の人材

育成、発掘」が１４．９％、「講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供」が 

１１．５％となっている。 

「その他」については、自由記述意見２０２件中「分からない」「不明」といった趣旨の

回答が５１．９％、「特になし」といった趣旨の回答が６．９％だった。他に「広報」「体

を動かす講座」「魅力のある講座」等の意見があった。 

□グループ別

14.9%

11.5%

7.9%

5.0%

4.7%

4.5%

4.2%

4.0%

3.0%

15.9%

24.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

（N=1,274）学習指導者等の人材育成、発掘

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

市民総合大学

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

公民館講座

学びの成果の機会づくり（発表会、作品展、展示会等）

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

青少年育成市民会議等 青少年 健全育成

その他

回答なし

16.5%

11.9%

7.9%

5.5%

5.0%

4.6%

4.5%

4.2%

3.3%

17.2%

19.3%

4.4%

4.1%

3.2%

1.1%

2.1%

1.7%

1.1%

1.8%

0.9%

5.0%

15.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

学習指導者等の人材育成、発掘

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

市民総合大学

公民館講座

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

学びの成果の機会づくり（発表会、作品展、展示会等）

青少年育成市民会議等 青少年 健全育成

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問２３ 今後、市民の生涯学習をさらに充実させるために、市はどのような支援に力を入

れるべきだと思いますか？（複数回答可） 

「若い世代が参加しやすいようにする」が最も多く１７．９％、次に「高齢者や障害者が

参加しやすいようにする」が１４．８％、「仕事や就職に活かせる講座等を増やす」が 

１３．０％となっている。 

□グループ別 

17.9%

14.8%

13.0%

9.6%

9.4%

8.5%

6.0%

5.4%

4.1%

3.0%

2.1%

0.3%

1.5%

4.5%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

（N=2,083）

若 世代 参加         
高齢者や障害者が参加しやすいようにする
仕事や就職に活かせる講座等を増やす
学習等に関する情報提供を充実する

学習施設の整備・充実
指導者、ボランティア等の人材育成、発掘

家庭 学校 地域 行政 連携協働
わからない

学習した成果を活かす機会や場の創出
社会教育団体やグループ・サークル支援
家庭教育 青少年健全育成等 支援

市 市民 生涯学習活動 関        
その他

回答なし

20.2%

15.4%

11.3%

10.4%

10.0%

8.4%

6.5%

4.8%

4.0%

2.7%

1.8%

0.3%

1.5%

2.6%

10.9%

5.8%

25.2%

7.2%

7.5%

9.0%

4.3%

7.2%

4.3%

3.6%

3.0%

0.4%

1.5%

10.0%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

若 世代 参加         

仕事や就職に活かせる講座等を増やす

高齢者や障害者が参加しやすいようにする

学習等に関する情報提供を充実する

学習施設の整備・充実

指導者、ボランティア等の人材育成、発掘

家庭 学校 地域 行政 連携協働

わからない

学習した成果を活かす機会や場の創出

社会教育団体やグループ・サークル支援

家庭教育 青少年健全育成等 支援

市 市民 生涯学習活動 関        

その他

回答なし

現役世代
シニア世代
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問２４ 本庄市出身の著名人について、どのくらい知っているかお答えください。 

① 石川三四郎 

「良く知っている」「知っている」「名前は聞いたことがある」を合わせて３２．３％、「知

らない」が過半数を占め５２．３％となっている。 

② 木村九蔵 

「良く知っている」「知っている」「名前は聞いたことがある」を合わせて２２．６％、「知

らない」が過半数を占め６０．８％となっている。 

良 知    
2.0% 知っている

10.0%

名前は聞いた
ことがある
20.3%

知らない
52.3%

回答なし
15.4%

(N=928)

良 知    
3.1%

知っている
8.5%

名前は聞いた
ことがある
11.0%

知らない
60.8%

回答なし
16.6%

(N=928)
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③ 佐藤虎次郎 

「良く知っている」「知っている」「名前は聞いたことがある」を合わせて７．３％、「知ら

ない」が過半数を占め７２．０％となっている。 

④ 塙保己一 

「良く知っている」「知っている」「名前は聞いたことがある」が過半数を占め８９．３％、

「知らない」は６．０％となっている。 

良 知    
0.2% 知っている

1.6% 名前は聞いた
ことがある
5.5%

知らない
72.0%

回答なし
20.7%

(N=928)

良 知    
29.5%

知っている
39.3%

名前は聞いた
ことがある
20.5%

知らない
6.0%

回答なし
4.6%

(N=928)
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⑤ 諸井恒平 

「良く知っている」「知っている」「名前は聞いたことがある」を合わせて１８．９％、「知

らない」が過半数を占め６４．０％となっている。 

⑥ 庄田門弥 

「良く知っている」「知っている」「名前は聞いたことがある」を合わせて１３．０％、「知

らない」が過半数を占め６８．３％となっている。 

良 知    
2.8% 知っている

6.7%

名前は聞いた
ことがある
9.4%

知らない
64.0%

回答なし
17.1%

(N=928)

良 知    
1.1%

知っている
3.3%

名前は聞いた
ことがある
8.6%

知らない
68.3%

回答なし
18.6%

(N=928)
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問２５ 本庄市出身の著名人等にゆかりのある場所に行ったことがありますか？ 

（複数選択可）

「回答なし」を除くと「塙保己一記念館（児玉町八幡山）」が最も多く１８．９％、次い

で「歴史民俗資料館（本庄市中央）」１５．４％、「塙保己一生家（児玉町保木野）」 

１５．０％となっている。 

18.9%

15.4%

15.0%

9.4%

9.3%

6.2%

4.5%

21.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（N=1,575）塙保己一記念館（児玉町八幡山）

歴史民俗資料館（本庄市中央）

塙保己一生家（児玉町保木野）

競進社模範蚕室（児玉町児玉）

塙保己一墓所（児玉町保木野）

石川三四郎資料室（本庄市立図書館）

その他

回答なし
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資料２ 本庄市社会教育委員設置条例

平成１８年１月１０日

条例第８６号

（設置）

第１条 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）第１５条第１項の規定に基づき、本庄

市社会教育委員（以下「委員」という。）を置く。

（委員の委嘱）

第２条 委員は、次に掲げる者のうちから本庄市教育委員会（以下「教育委員会」という。）

が委嘱する。

（１） 学校教育の関係者

（２） 社会教育の関係者

（３） 家庭教育の向上に資する活動を行う者

（４） 識見を有する者

（委員の定数）

第３条 委員の定数は、２０人以内とする。

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。

２ 教育委員会は、任期中において特別な事情があるときは、委員の委嘱を解くことがで

きる。

３ 委員に欠員が生じたときは、補欠委員を委嘱する。

４ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員の職務）

第５条 委員は、社会教育に関し教育長を経て教育委員会に助言するため、次の職務を行

う。

（１） 社会教育に関する諸計画を立案すること。

（２） 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じこれに対して意見を述べ

ること。

（３） 前２号の職務を行うために必要な調査研究を行うこと。

２ 委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関して意見を述べることができる。
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３ 委員は、教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する特定の事項について、社会

教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指導を与えることができる。

（委任）

第６条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附 則

この条例は、平成１８年１月１０日から施行する。
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資料３ 本庄市社会教育委員名簿 

平成２９年度、平成３０年度 

 職 名 氏   名 選 出 区 分 備   考

１ 委 員 長 井 上 健 治 社会教育の関係者 

２ 副委員長 芦 澤 吉 一 家庭教育の向上に資する者 

３ 委 員 黒 﨑 暢 徳 学校教育の関係者 

４ 委 員 村 田 文 彦 学校教育の関係者 

５ 委 員 

松 本 紀 夫 社会教育の関係者 任期：平成３０年７月３１日

吉 田 卓 磨 社会教育の関係者 任期：平成３０年８月１日～

６ 委 員 明 堂 純 子 社会教育の関係者 

７ 委 員 

須 藤 成 光 社会教育の関係者 任期：平成３０年７月３１日

大 塚   進 社会教育の関係者 任期：平成３０年８月１日～

８ 委 員 岩 崎 信 裕 社会教育の関係者 任期：平成３０年８月１日～

９ 委 員 木村 登志男 社会教育の関係者 

10 委 員 都 丸 幸 子 家庭教育の向上に資する者 

11 委 員 田 邊 晶 子 家庭教育の向上に資する者 

12 委 員 内 田 英 亮 識見を有する者 

13 委 員 矢野間    規 識見を有する者 

14 委 員 熊 谷  將 之 識見を有する者 

15 委 員 森 本 道 彦 識見を有する者 

16 委 員 

吉 田 豊 彦 識見を有する者 任期：平成３０年７月３１日

茂 木 宏 子 識見を有する者 任期：平成３０年８月１日～

17 委 員 野 本 壽 永 識見を有する者（公募） 
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資料４ 本庄市生涯学習推進会議要綱 

平成１８年１月１０日 

教育委員会告示第６号 

（設置） 

第１条 本庄市における生涯学習推進方策について、協議するため、本庄市生涯学習推進

会議（以下「会議」という）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 会議は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１） 本庄市の実施する生涯学習関連施策の推進に関すること。 

（２） 本庄市の生涯学習推進に関する総合調整に関すること。 

（３） 本庄市の生涯学習推進の普及奨励に関すること。 

（４） その他生涯学習推進に関すること。 

（構成） 

第３条 会議は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

（１） 識見を有する者 

（２） 行政関係者 

（３） 教育関係者 

（４） 学習団体代表 

（５） 市民代表 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

３ 会議に議長及び副議長を置き、議長は市長をもって充てる。副議長は委員のうちから

議長が指名するものを充てる。 

（会議） 

第４条 議長は、会議を招集し、主宰する。 

２ 副議長は議長を補佐し、議長に事故があるときは、その職務を代理する。 

３ 会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ開くことができない。 

（調整連絡会議） 

第５条 生涯学習事業について協議するため、会議に調整連絡会議（以下「連絡会議」と

いう。）を置く。 

２ 連絡会議委員は、市の職員のうちから市長が任命する。 

３ 連絡会議委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の連絡会議委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

４ 連絡会議は、次に掲げる事務を所掌する。 
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（１） 庁内各課等における生涯学習関連事業の情報交換、総合連携及び調整に関するこ

と。 

（２） 庁内各課等における生涯学習関連事業の調査に関すること。 

（３） その他生涯学習の推進に関すること。 

５ 連絡会議は、副市長が招集し、主宰する。 

（庶務） 

第６条 会議及び連絡会議の庶務は、教育委員会生涯学習課において処理する。 

（雑則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、議長が別に定め

る。 

附 則 

この要綱は、平成１８年１月１０日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２８日教委告示第１０号） 

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 
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資料５ 本庄市生涯学習推進会議委員名簿 

平成２９年度、３０年度 

 役 職 氏     名 選出区分 選 出 母 体 備  考

1 議 長 吉 田 信 解 
行 政 
関 係 者 

市  長 

2 副議長 根 岸   久 
識 見 を 
有する者 

本庄市文化財保護  
審 議 会 委 員  

3 委 員 芦 澤 吉 一 
識 見 を
有する者

本庄市社会教育委員  

4 委 員 小 林 弘 子 
識 見 を
有する者

本庄市公民館運営  
審 議 会 

5 委 員 鬼 澤 嘉 代 
識 見 を
有する者 

本庄市公民館運営
審 議 会 

任期：平成３０年１０月１日～

6 委 員 勝 山   勉 
行 政 
関 係 者 

本庄市教育委員会  
教 育 長 

7 委 員 島 田 啓 司 
教 育 
関 係 者 

本庄市小・中学校  
校 長 会 

8 委 員 

小浦方 雄 司
教 育
関 係 者

本庄市小・中学校  
校 長 会 

任期：平成３０年９月３０日

綱    洋 行 
教 育
関 係 者

本庄市小・中学校  

校 長 会
任期：平成３０年１０月１日～

9 委 員 森    一 夫 
教 育
関 係 者

高 等 学 校 長  
（本庄高等学校）  

10 委 員 

樋 口 次 男 
学習団体 
代 表 

本庄市レクリエー 
ション協会 

任期：平成３０年９月３０日

柴 田   昇 
学習団体
代 表

本庄市レクリエー 

ション協会 
任期：平成３０年１０月１日～

11 委 員 

中 野 英 枝 
学習団体 
代 表 

本 庄 市 読 書 会  
連 絡 協 議 会  

任期：平成３０年９月３０日

図 師 喜 恵 
学習団体
代 表

本庄市立図書館  
協 議 会 

任期：平成３０年１０月１日～

12 委 員 

吉 田 豊 彦
学習団体 
代 表

公民館利用者団体  
協 議 会

任期：平成３０年９月３０日

門 倉 道 雄 
学習団体 
代 表 

本 庄市体育協会  任期：平成３０年１０月１日～

13 委 員 立 花   勲 
学習団体
代 表

本庄市文化団体  
連 合 会 

14 委 員 吉 田 久 江 
学習団体
代 表

本 庄 市 婦 人 会  
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 役 職 氏     名 選出区分 選 出 母 体 備  考

15 委 員 須 藤 成 光 
学習団体
代 表

本庄市老人クラブ  
連 合 会 

16 委 員 阪 上 元 茂 市民代表 
本庄市自治会連合会  
（ 朝 日 町 ）  

17 委 員 福 井 謙 次 市民代表
本庄市コミュニティ  
協 議 会 

18 委 員 

安 藤 昇 子 市民代表
本庄市食生活改善  

推 進 員 協 議 会  
任期：平成３０年９月３０日

黒 澤 敬 子 市民代表
本庄市食生活改善  
推 進 員 協 議 会

任期：平成３０年１０月１日～

19 委 員 石 原 寿美恵 市民代表
本庄市青少年育成  
市 民 会 議 

20 委 員 齊 藤 久 雄 市民代表
市 民 総 合 大 学  
（ 児玉自治会）  

21 委 員 野 本 壽 永 
市民代表
(公 募 )

公  募 任期：平成３０年９月３０日
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資料６ 策定経過 

平成２９年度 

 ２月１９日 平成２９年度 本庄市生涯学習推進委員会議 

アンケート調査の実施について 

 ３月 ８日 平成２９年度 第２回本庄市社会教育委員会議 

アンケート調査の実施について 

平成３０年度 

 ８月 ６日 平成３０年度 第１回本庄市社会教育委員会議 

・第３次本庄市生涯学習推進計画（仮称）（案）の概要及び 

アンケート調査の結果について 

・第３次本庄市生涯学習推進計画（仮称）骨子（案）について 

 ８月１１日 平成３０年度 第１回本庄市生涯学習推進委員会議 

・第３次本庄市生涯学習推進計画（仮称）（案）の概要及び 

アンケート調査の結果について 

・第３次本庄市生涯学習推進計画（仮称）骨子（案）について 

 ９月２５日 平成３０年度 第２回本庄市社会教育委員会議

本庄市生涯学習推進指針（案）について

 ９月２８日 平成３０年度 第２回本庄市生涯学習推進委員会議

本庄市生涯学習推進指針（案）について

１０月３０日 平成３０年度 第３回本庄市社会教育委員会議

本庄市生涯学習推進指針（案）について

１１月 ７日 平成３０年度 第３回本庄市生涯学習推進委員会議

本庄市生涯学習推進指針（案）について
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